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2Cp15 新規放線菌 ST13 株で 処理 したク ロ ム 含有沈殿物 のXANES

解析
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【は じめに 】六価 ク ロ ム は重要 な工 業材料 で ある、，．
方で 、水溶性 の 発がん 性物

質 と して も知 られて い る。六価ク ロ ム で汚 染 された土壌環 境を浄化す る技 術が

必要 とされて い る．その 中で も微 ！k物 を利用 して 六価 クロ ム を除去す る技術が

注 目され て い る。われわれ は六価 クロ ム を除去する新規 な放線菌 ST13株を単離

したこ とを報 告 して きた。ST13株 は．　ISPN 。2完全培 地および M9 最 少培 地で六

価 ク ロ ム 濃度 を減少 させ るこ とがで きる。今回は、その 培 養沈 殿物 に含 まれる

クロ ム の性状 を検 討 した。
【方法】放線菌 ST13株 を lmM 　crf）コ を含む M9 最少 培地で 2ア度で好気 的に振 盪

培養 した。こ の培養液 をサ ン プリ ン グ して遠心分 離 し、培 養沈殿物 に含まれる

ク ロ ム の X 線吸収端近傍構造 （XANES ｝解析 を、　 Photon　factory〔高 エ ネル ギ
ー

加速器研 究機構の 設備）で 行 っ た。
【結果 と考察】六価 クロ ム の レ フ ァ L・ン ス と して CrO］を解析 し．5975・eV 付 近に

特徴的 な エ ネル ギ
ー

吸収 が見 られた。三価 クロ ム の レフ ァ レ ン ス として Cr203
とCr（OH ＞3の 2種類の 化合物は、い ずれ もエ ネル ギ

ー
吸収の 波形が特徴 的で、六

価 クロ ム と異 な っ てい た．次に ST13株 を培養 して得 られた培養沈殿物 の 解析 を

行い 、そ の エ ネル ギ
ー

吸収 波形は Cr（OH ）コ と似てい た。したが っ て、培 養沈殿

物 に含 まれるクロ ム はCr（OH ）、で あ り、ST13株 は六価 クロ ム を旺価 クロ ム に還

元 した と考えられ た。

【目的
・
背景】海洋環境 に はセ レ ン や テ ル ル を は じめ 、金 、バ ナ ジ ウ ム な どの 多

くの 有用 元素の 存 在が 知られ て い る。ま た ．深海 と称 され る水深 200m 以深 は

海底 面積の 92 ％ 、海水の 95 ％ を占め る広 大な生 物 資源フ ロ ンテ ィ ア で ある 。
その 特異 的な環境 は、金属 〔様） イオ ン を呼吸物質 と して利用 で きる多様 な生

物種 の 存在が ア想 され る。そ こで 、本研究で は 三 陸沖 日本海溝 の 水深 6500 〜
70uomik の 深海底 よ り採取 した泥 質、海水試料か らテ ル ル オ キサ ニ オ ン の 回収

が可能 な新規海洋微生物の 分離
・
培養 につ い て 検 討

．
した ．

【方法
・
結果】

’F成 19年 度深海調査研究かい こ う700011 調査潜航 に帯 同しなが

ら無人探査機か い こ う70eellによ って三 陸沖の 日本海溝、水深 6500−7000　m 級

の 深海底か ら採取 した泥質、海水 を接種体 として 用 い た。亜 テルル 酸、及 び テ

ル ル 酸 を電
．
］
一
受容体 として生育で きる微生物の 探索

・
分離 を行った と こ ろ、複

数 の 集積培 養体 に黒色 の 沈殿物 の 形成が観察 された 、，7 レ ー
ト法 を用い て微生

物 を純化 し、乳酸 を炭 素源 にテルル 酸 の 還元が口」
．
能 な菌株が分離で きた c これ

らの 分離株 につ い て透過型電 子顕微鏡、及 び エ ネル ギ
ー

分散型 X 線分析 による

観察、解析 を行った と こ ろ、菌体の 内部や外部周辺 にほ ぼ テル ルで 構成 され て

い る細
・
太針状微粒子の 合成が認め られた ．また 、分離菌体は桿菌か ら短桿菌

で好気 的な生育 も可能で あ り、通性嫌気性菌で は ない か と考 えられた 。
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目的 ：光合成細菌 は排水処理 に実用化 され て い る。我 々 は 、光合成 細菌 に よ る

Sr・U ・Co の 吸着
・
除去現象 を報告 し た

（1p 今 回 の 東 日本大震 災 に お け る福島

原子力発電所事故で Cs ・Sr 等の 放 射性核種 に よ る 汚染 が 論 議 され て お り、除 去

は 容易で は な い 。本研 究 は 光 合 成 細菌 と多孔 質セ ラ ミ ッ ク を用 い て 環 境 中 か ら

の Cs ・Srの 同 時除去 を検討 し た。
方法 ； 供 試 菌 と して Rhodobaeter 　sphaeroides 　SSI〔SSI株 ）を川 い た 、光 合 成的 に

培 養 した 菌体 を遠 心 分 離 で収 菌 し、菌体濃度 を約 25剖 に 調 整 しア ル ギ ン 酸固

定 化法に よ り、多孔 質 セ ラ ミ ッ クに 固 定化 し、1．7L 容 の 容 器 に Cs，Srを添 加 した

人
．
1二
．
ド水 と固 定化 菌 体 を投 人 し除 去 実 験 を 行 っ た 。温 度 を25−30℃、曝気 は 1wm

で 行 い 、開放 系 で 菌体 へ の 吸 着 及 び取 り込 み を検討 し、K 濃 度 変 化 に よ るCs、Sr
の 除去 へ の 影響 を 検討 した 。
結 果 及 び考 察 ： SSI株固 定化 菌 体 を 4 個 投 入 した 場 合、2 口の 接触保温 で 5m 副1．
の Csの 最大 除去率 は ほ ぼ 100％で 、5mg／L の Srの 最大 除去 率は約 66．O％ で あ っ

た。CsとSrの 同時 除去が 可能 で あ っ た。　K 濃度の 変化 に よる Cs の 除去の 影響 は

K 濃度が 3，35mg〆L 以 ドの 場 含は Csの 除去の 影響は ほ ぼ 無い もの と思われ た。
（1）Sasaki、　K．　et　al．，　Japanese　J．　Wa 匸er　Trea匸．　Biol．，46，且19−127（2010）

本研 究 室 で は 避 伝予工 学に よって微 生物 の 汚 染i争化能を 強化 し、汚染環境 を 修

復する た め の 研究 を進 め て きて い る 。本 研 究 は 、水銀 汚 染 を除去 ・回 収する 水

銀 還 元 除 去 細 菌 の 固 定 化 方 法 の 開 発 を 目的 と して 行 っ た 。4 種類 の ゲ ル 化 材 を

用 い て 、環 境 由来 の 水銀 還 元細 ts
’
　Baciitus　megateriitm 　MB 　1 を包括 法に よ り固 定

した 、，得 られ た 固 定化菌体 に 第二 塩 化水 銀 を加え、水銀 還 元 ・除 去能を 評価 す

る と と もに 固 定化担 体中 の 水銀 量 を 測 定 した 。績 果 と して 、ア ル ギ ン 酸塩ゲ ル

を用 い た場 合に は 、十 分な 水銀還 元 活性 を持 つ 問 定化細菌 が 得 られ た 。また、
還 元 され た 水銀 の

一
部 は 圃 定化 担体 に 蓄積 され て い た こ とが 分 ワ た 、他 の ゲ ル

化材 に よ っ て 固 定化 した 場 合の 固 定化微生物 の物 理 的特性及 び水 銀除 去特性 と

も比 較 した 結 果 に つ い て も報告す る c
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